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市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

16
日（
月
）　
▽
い
の
ち
支
え
る
自
殺
対
策
計
画
策
定
委
員
会（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

17
日（
火
）　
▽
秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
研
修
会（
コ
ム
コ
ム
）

18
日（
水
）　
▽「
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」策
定
報
告（
本
庁
舎
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁

　
　
　
　
　
　
舎
）▽
地
域
医
療
懇
談
会（
耕
ホ
ー
ル
）

19
日（
木
）　
▽
定
例
部
長
会
議（
本
庁
舎
）

20
日（
金
）　
▽
秋
田
自
動
車
道
開
通
式・通
り
初
め・開
通
記
念
祝
賀
会（
二
ツ
井
総
合
体
育
館
他
）

21
日（
土
）　
▽
も
ち
っ
こ
市（
道
の
駅
た
か
の
す
駐
車
場
）▽
能
代
市
市
制
2
0
周
年
記
念
式
典（
能

　
　
　
　
　
　
代
市
文
化
会
館
）

24
日（
火
）　
▽
地
域
福
祉
計
画・地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
報
告（
本
庁
舎
）▽
森
林・林
業
意
見
交

　
　
　
　
　
　
換
会（
第
二
庁
舎
）

25
日（
水
）　
▽
故
関
口
正
則
氏
死
亡
叙
勲
伝
達
式（
本
庁
舎
）▽
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
企
業

　
　
　
　
　
　
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式（
本
庁
舎
）

26
日（
木
）　
▽
Ｇ
Ａ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｏ
株
式
会
社
と
県
と
の
立
地
協
定
式（
県
庁
）

27
日（
金
）　
▽
派
遣
職
員・内
陸
線
再
生
支
援
室
併
任
職
員
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
秋
田
内
陸

　
　
　
　
　
　
縦
貫
鉄
道
株
式
会
社
取
締
役
会（
阿
仁
庁
舎
）▽
第
２
回
秋
田
県
医
療
審
議
会（
本

　
　
　
　
　
　
庁
舎
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

30
日（
月
）　
▽
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
長
退
任
の
挨
拶（
本
庁
舎
）

31
日（
火
）　
▽
退
職
者
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
退

　
　
　
　
　
　
職
者
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）

１
日（
水
）　
▽
定
期
人
事
異
動
辞
令
交
付
式（
コ
ム
コ
ム
）▽
年
度
始
め
訓
示・新
規
採
用
職
員
の

　
　
　
　
　
　
紹
介（
コ
ム
コ
ム
）▽
内
陸
線
再
生
支
援
室
併
任
職
員
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
北

　
　
　
　
　
　
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
地
域
お
こ
し

　
　
　
　
　
　
協
力
隊
委
嘱
状
交
付
式（
本
庁
舎
）

２
日（
木
）　
▽
救
急
救
命
士
国
家
資
格
合
格
報
告（
本
庁
舎
）

３
日（
金
）　
▽
議
会
運
営
懇
談
会（
本
庁
舎
）

４
日（
土
）　
▽
カ
ム
バ
ッ
ク
縄
文
サ
ー
モ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー（
伊
勢
堂
岱
縄
文
館・湯
車
川
）

５
日（
日
）　
▽
春
の
火
災
予
防
運
動
一
斉
放
水
訓
練（
鷹
巣
中
央
公
園
）

６
日（
月
）　
▽
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動「
北
秋
田
地
区
交
通
安
全
集
会
」（
コ
ム
コ
ム
）

７
日（
火
）　
▽
秋
田
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校
入
校
式（
同
校
）▽
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
入
学
式（
同
校
）

８
日（
水
）　
▽
鷹
巣
小
学
校
入
学
式（
同
校
）

９
日（
木
）　
▽
北
秋
田
市
交
通
安
全
母
の
会
総
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

◆ 

３
月
16
日 

〜 

４
月
15
日

明治天皇鷹巣行在所

次
の
世
代
へ
誇
り
を
も
っ
て

　
　
引
き
継
げ
る
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
る

　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　  

津
谷
市
長 

年
度
始
め
の
訓
示

年度始め

令和８年度

災防災かわら版
第39回 命とくらしを守る情報を伝える「防災ラジオ」

　　総務課危機管理係 ☎62‐6602問
　地震、大雨洪水、土砂災害や急増する熊の出没など、大事な家族の命とくらしを守るためには、いち早く危険の接近を知り、
安全を確保することが必要です。防災ラジオをぜひお役立てください。

　～ 台風・大雨・停電時も聞こえる「防災ラジオ」を無償貸与しています！ ～
　気象・地震情報や緊急避難情報、市からのお知らせを屋内で明瞭に聞くことができる「防災ラジオ」を各世帯・事業所
に無償で貸与しています。ご希望の方は、市役所総務課、各総合窓口センター・出張所へお申し込みください。

■特徴
１．屋内に通りやすい電波を使用するため、台風や大雨で雨戸やシャッターを
　閉めても情報を聞くことができます。
２．緊急放送はスイッチを切っている状態でも自動放送します。
３．普段はＡＭ・ＦＭラジオとしてもご利用いただけます。
　　（緊急情報は、自動で切り替えて割り込み放送します。）
４．２電源方式（電池・コンセント併用）で停電時も受信可能です。
■配信情報
　国民保護情報（ミサイル・大規模テロ等）、気象警報（特別警報、大雨、洪水等の警報）、土砂災害警戒情報、緊急地震速報、
避難情報（避難指示等）、防犯情報、熊出没情報、市役所からの生活情報やイベントのお知らせなど。
　※特に緊急を要する情報の放送時は、大音量と赤ランプで警戒をお知らせします。
■すでにご使用中の皆さまへのお願い
　確実な緊急放送受信のため、定期的にラジオの電池交換をお願いします。なお、故障の原因となりますので、交換
する際は必ず「３本を同時」に新しい電池と交換してください。

　
本
市
の
最
大
の
課
題
は
「
少
子
高
齢
化
」
と
「
人

口
減
少
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
流
れ
を
一
朝
一
夕

に
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、だ
か
ら
と
い
っ

て
立
ち
止
ま
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
医
療
、

福
祉
、子
育
て
支
援
、教
育
、防
災
、産
業
振
興
な
ど
、

暮
ら
し
の
土
台
を
し
っ
か
り
と
支
え
る
あ
ら
ゆ
る

施
策
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
我
々
が

果
た
す
べ
き
将
来
へ
の
責
任
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
８
年
度
は
「
第
３
次
北
秋
田
市
総

合
計
画
」
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
節
目
の
年
で

あ
り
ま
す
。
新
た
な
将
来
像
で
あ
る
『
森
と
歴
史

が
息
づ
き
、
幸
せ
を
紡
ぐ
ま
ち 

北
秋
田
』
の
実
現

に
向
け
、
こ
の
計
画
を
始
動
さ
せ
、
市
民
と
の
協

働
を
一
層
進
め
な
が
ら
、
各
施
策
を
一
歩
一
歩
前

へ
進
め
、
具
体
的
な
成
果
へ
と
つ
な
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
森
吉
山
の
国
定
公
園
昇
格
に
向
け
た
取
組
、
道

の
駅
た
か
の
す
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
公
共
交
通
の

再
編
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
、Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
、
地
域
医
療
体
制
の

確
保
、
農
林
業
の
担
い
手
育
成
、
企
業
誘
致
や
関

係
人
口
の
創
出
な
ど
、
い
ず
れ
も
本
市
の
将
来
を

左
右
す
る
重
要
な
取
組
で
あ
り
ま
す
。
計
画
初
年

度
と
し
て
、
一
つ
ひ
と
つ
の
取
組
を
形
に
し
て
い

く
一
年
に
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
防
災
体
制
の
強
化
や
情
報
発
信
の
充
実

も
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。
昨
今
の
豪
雨
災
害

や
大
雪
、
鳥
獣
被
害
の
状
況
を
踏
ま
え
「
備
え
あ

れ
ば
憂
い
な
し
」
と
い
う
言
葉
の
重
み
を
、
私
た

ち
は
身
を
も
っ
て
感
じ
て
い
ま
す
。
公
助
の
充
実

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
助
・
共
助
を
支
え
る
仕

組
み
づ
く
り
に
も
力
を
注
ぎ
、
市
民
の
安
全
・
安

心
を
守
り
抜
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
は
働
き
方
改
革
の
推
進
や
Ｄ

Ｘ
の
加
速
な
ど
、
庁
内
体
制
の
強
化
に
も
取
り
組

み
ま
す
。
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
や
テ
レ
ワ
ー
ク

の
導
入
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
な
ど
、
新
た
な
取
組

に
も
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
目
的
は
明
確

で
あ
り
ま
す
。「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
と
「
職

員
が
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
で

あ
り
ま
す
。
組
織
が
変
わ
れ
ば
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
も

変
わ
り
ま
す
。

　
私
は
常
々
「
ス
ピ
ー
ド
感
」
と
「
分
か
り
や
す
さ
」

が
重
要
で
あ
る
と
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
。
ど
れ
ほ

ど
優
れ
た
施
策
で
あ
っ
て
も
、
市
民
に
伝
わ
ら
な
け

れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
広
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
対
話

の
場
を
通
じ
て
、
私
た
ち
の
考
え
や
取
組
を
丁
寧
に
、

そ
し
て
分
か
り
や
す
く
発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
の
選
挙
期
間
中
、
市
民
の
皆
様
か
ら
「
市
の

職
員
は
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
」
と
い
う
温
か
い
言
葉

を
数
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
皆
さ
ん
の
日
々

の
努
力
の
証
で
あ
り
、
私
に
と
っ
て
も
大
き
な
励
み

で
あ
り
ま
す
。
同
時
に
「
よ
く
分
か
ら
な
い
」「
も
っ

と
説
明
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
ひ
と
つ
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
誠
実
に
応

え
続
け
る
姿
勢
こ
そ
が
、
市
政
へ
の
信
頼
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
人
口
が
減
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
ま
ち
の
価
値
ま

で
も
下
げ
た
り
否
定
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ

今
こ
そ
、
本
市
の
強
み
で
あ
る
「
豊
か
な
自
然
、
歴

史
文
化
、
人
の
温
か
さ
」
を
最
大
限
に
活
か
し
「
こ

こ
で
暮
ら
し
て
良
か
っ
た
」「
こ
の
ま
ち
を
誇
り
に
思

う
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
を
築
い
て
い
く
時

で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
原
動
力
は
、
幹
部
職
員
だ
け
で
は
な
く
、
本

日
か
ら
新
た
に
仲
間
と
な
っ
た
新
規
職
員
を
含
む
全

て
の
職
員
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
で
あ
り
ま
す
。
困

難
な
課
題
に
直
面
し
て
も
、
最
初
か
ら
無
理
だ
と
決

め
つ
け
る
の
で
は
な
く
「
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
か
」

を
考
え
る
。
そ
の
姿
勢
が
組
織
を
強
く
し
、
ま
ち
を

前
へ
進
め
ま
す
。
部
局
の
枠
を
越
え
て
知
恵
を
出
し

合
い
、
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
前
向
き
に
挑
戦
し
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
新
年
度
が
、
北
秋
田
市
に
と
っ
て
確
か
な
前

進
の
一
年
と
な
る
よ
う
、
そ
し
て
次
の
世
代
へ
誇
り

を
も
っ
て
引
き
継
げ
る
ま
ち
づ
く
り
が
着
実
に
進
む

よ
う
、
私
自
身
も
先
頭
に
立
っ
て
市
政
運
営
に
取
り

組
む
覚
悟
で
す
。

　今回のコラムのテーマは、約150年前の出来事に関

連します。明治14年に明治天皇が東北御巡幸を行い、

初代県議会議長の成田直衛の邸宅など、現在鷹巣地区

の様々な「行在所」で御休憩なされたようです。その

一つである成田直衛邸宅が建っていた場所が北秋田市

指定文化財の明治天皇鷹巣行在所跡になっています。

　とはいえ、今回のこのコラムのテーマは、その行在

所跡自体ではなく、その後ろに建てられた看板です。

写真では、小さくて読めないと思いますが、下半分が

英訳になっています。市教育委員会生涯学習課に頼ま

れて、本市の施設や観光地など、あちらこちらにある

看板の英語版作成に努めています。明治天皇鷹巣行在

所跡の場合は、その翻訳作業中に明治天皇の御巡幸な

どについていろいろ調べられる機会になり、勉強にな

りました。

　今現在は、この跡地にしょっちゅう足を運んでいま

す。ただしそれは、拝観の栄に浴するためではありま

せん。スーパーの駐車場にあるため、買い物のためです。


